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成田空港建設に伴う畑作農業の変容

一成田市十余三地区を事例として一
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I はじめに

印lj蕎-香取農業地帯はその自然環

境から，稲作農業を主体とする下手IJ根平野と畑作

農業を主体とする下総台地に明瞭に性格が分けら

れる. さらに下総台地は，野田市や船橋市が位置

する西部(TsJ総合地)と成田市や香取市が位置す

る東部(東総台地)に分けられる.早くから -I~総

台地の畑作農業を取り上げて農地面識と

との関連について考察した白浜(1958)は，東総

台地lJは東京に近接しているにもかかわらず，労

働集約的な市場向疏菜栽培が早くから発達した西

総合地に比べ， 1950年代まで麦類・ラッカセイ主

体の主穀生産を続けてきた点で後進農業地域で

あったとした.同様に菊地(1966)も， E1T総台地

と比較して市場から遠隔であるという点で，東総

合地を近郊農業!蓋外とした 後に京葉-鹿島など

周辺工業地帯の発達，新東京国際空港の開発など

の様々な環境変化と交通織の整備により， 1980 

年代には束総台地にも富里町-や芝山町(スイカ・

ニンジン)，八街市(ラッカセイ)， 113大栄町(サ

ツマイモ)などの野菜・工芸作物の主産地が形成

された(村野， 1990).神奈川県三浦半島の野菜

生産に関するフィールドワークをもとに首都圏60

~80km に位置する野菜専門化地帯を中郊農業地

帯と指摘した斎藤ほか(1985)でも，富

1111l1Jを擁する成田地区は，野菜専門化率および、土

地生産性が高位の近郊農業地帯と， R~J莱専門化率

が仁|コ位で、土地生産性が高位の1=11郊民業地帯との!聞

に位置する，野菜に特化した高生産力地帯と位置

付けられている

近郊農業地帯として成長した東総台地の操業に

関する近年の地理学的研究は，千葉県富盟IHJにお

ける開拓時期]の違う二つの農業集落の I~l

営の実態および存立要因を. r~l~拓時期や営農意識

などといった農業経営の内的条件から考察し

(1992) ，下総合地東部(寓里市・八街市 .1日山武

11汀(現:111武市).芝11jUJT) の野菜産地形成の要

因を，種苗会社による作物の普及や，農協や出荷

組合による集荷活動の拡大に求めた同日=1 (2006a; 

2006b) など，主産地形成と I~I 立農業経営の発展

といった論点に注目している.その一方で，既往

の東総合地のよ!日作農村についての研究では，下総

合地の農業に大きな影響を与えたと考えられる成

田国際空港 (IEI称，新東京国際空港. 1978年開港.

以下では，年代に関らず空港および設置主体とも

に「成田空港jと呼称)の建設が周辺農村に与

えた影響について言及しているものは，成田空港

建設にあたって成田市全域のf提言之に農業経営継続

を行った調査報告(赤堀， 1975) })、外

はみあたらない2)

地理学における大規模な地域開発と農業の関
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係についての研究は，主に工業化や都市化が周

辺農村に与える影響を明らかにしてきた.例え

ば~I古屋市近郊地域において，工業化に伴う都市

化への近郊農村の対応について明らかにした松

井(1968)，鹿II[場高岡-新潟・東!駿河湾など諸

地域における工業開発と周辺農業の対応形態の差

異の要因を，農業地域個々の内部条件と用地取得

方式や行政施策などの外部条件の違いに求めた新

井(1970)，神奈川埠相模原市と栃木県小山市に

おける工業団地の開発と農家の対応を明らかにし

た田島 0973; 1975)，東京-上海大都市圏にお

ける工業団地の造成と周辺農村の変貌を扱った季

(2007)などがある これらの研究では，それぞ

れの炭村地械が，個々の地域に内在する条件に応

じて工業化や都i=J=i化というインパクトをいかに受

容してきたかが説明されてきた.

一方，空港と農業とのかかわりを扱った研究と

しては，例えば鹿児島空港建設が地域の農業にも

たらした影響を分析した!十1m} (1972)や，北海道

北網地域において新女満別空港と地域の農業との

かかわりを論じた後藤 (987)，1980年代の熊本

県鹿本11ITにおける長距離航空輸送留芸産地(フラ

イト農業地域)の形成過程と成立条件を明らかに

した亀井・村上(1986)がある 既主主の研究か

ら，空港という地域開発は補償金による関係住民

の生活変化，代替地による農業の規模拡大，脱農

業化・兼業化の進展，農産物の販売機会の拡充と

茨城県

いった様々な影響が同時にもたらされることが指

摘されている.通営は，工業化や都市化といった

それぞれのインパクトが，地域に徐々に変化をも

たらすのであるが，空港建設は短期間にかつ極端

な形で地域に変化をおよぼすものである.すなわ

ち，空港が周辺の地域に与える影響は，現代社会

の変化が強烈に凝縮したかたちで象徴されるもの

である.このような中で個々の農家がそのインパ

クトをどのように受容してきたかを明らかにする

ことは，様々な外的要因にさらされる農村におけ

る農家の動向を考える擦に有益な事例である

以上を踏まえ本稿では，

立を事例に，成日1空港の建設が当該地域の農業に

与えた影響を明らかにすることを目的とする

研究対象地域とするj加賀市十余三地区は， J五回

し，成田市市街地と国道51号線で結

びついた下総台地上に位置する農業集落である

(第 1図)ー近世には佐倉七牧の一つ，矢作牧とし

て幕府公認の軍馬養成のための牧場として機能し

ていた 明治初年の士族授産事業の一環で、小金・

佐倉の牧場の開拓が行われ，五香・六実(現松戸市)

に一次入植した I}I~拓民が暴風雨で打撃をうけた

後，新たに入植した開拓地3) とされている(神田，

1999) .現在，当該地[Kは，成田空港第二滑走路

の北端に接している 第二滑走路は成田空港開港

当初より計画されていたが暫定滑走路として工

事が開始されたのは1999年であり， 2002年の暫定

第1菌研究対象地域
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の I~~ 始， 2006年からの北伸工事を経て，本格 おける位置づけ，土地利用と主要作物，流通経路

的な運用が開始されたのは2009年10月である.こ と出荷組織，農家の経営類型から説明する.次に

のように成田空港の開港によって住民や農地の減

少など大規模な地域変容を経験することになった

ト余三地区であるが 現在もよHl作農業が継続され

ており，本研究の事例として適当である 空を見

上げると第二滑走路に着陸する航空機が刈!の'=1:1に

吸い込まれていくような光景は，当該地区と空港

との関係を物語っている

十余三地i亙は2009年 7月現在で¥人i二1459A，

うち男性223人，女性236人であり，世帯数は162

である九 2005年時点で、総販売農家数は38，うち

第一種兼業農家数が9，

兼業j農家数が14であった5)

分析の手順としては，以下の通りである. まず

十余三地区における現在の操業経営の特徴につい

て，農家数や農地面積についての変遷と成田市に

空港建設に伴う土地利用の変遷，騒音区域内の{背

地平IJm，農業経営の変容という空港建設と
かかわりを通して，現在の農業の形態がいかに形

成され，形成の契機にはどのようなものがあった

のかについて説明する に，それらをふまえ

に与えた様々なインパクトを個々の

農家がしEかに受容しているかについて整理する

亙 成田市十余三地区における農業経営

ll-1 成田市における十余三地区の農業の性格

第21z1はj夜間iliにおける民業集落別の作物別fF:

を現在の成田市の範聞で示したものであ

る. 1 1:-:1)支出市の北~n)，誌や長沼，北須賀などの集落

で、は稲の作付面が大きく，稲作を中心とする j廷

150 (ha) 
100 
50 
10 

その他

第 21~ 成田市における農業集落別の作物別作f寸前積 (2005年)
(農業集落カードより作成)
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業が営まれている 一方，畑作の中心は対象集落

である十余三地匿やi日大栄町の南部である.集落

によって主要作物に差はあるものの，多くの集落

がイモ類を中心としていることがわかる.成田市

全体をみると，西部および、!日大栄IUTの北部で、は稲

作が，南東部ではイモ類や野菜なと与の畑作が卓越

しており，台地部と低地部で作付される作物に明

瞭な違いがみてとれる. また，稲作が卓越してい

る集落の一部では立類を生産しているが，これは

水田のII伝作によるものである

対象集落である十余三地区はv 成問rll内の中で

も作付面積が大きな地区であると位寵づけられ，

そのうち半分以!こをイモ類が占めている. また，

米や釘P菜に加えて豆類の生産も比較的多く行われ

ている. .L-~， J二から畑作作物が I~IJ 心で、ある他の集落

に比べて.十余三地区では多様な農作物が生産さ

れているといえる

O 5km 

第3国は，成田市における農業集落]JIJの1戸あ

たりの平均経営耕地面積を示したものである.こ

れをみると，耕地面積の大きい集落は成田市の北

西や南東に多く分布している.中でも北西部は北

須賀や船形などの印勝沼に隣接する集落であり，

これらの集落では大規模稲作が営まれている

出ほか， 2010). また，野馬込，大和田，倉水な

と尋問 F総[1fJに属する集落においても 1戸あたりの

経営耕地面積が大きい.対象集落であるト余三地

i玄における i戸あたりの経営耕地面積は234aで，

成田市平均の193aよりも大きく，南東部のよB1作

地域内では比較的大規模である

十余三地区では， 1970年には137であった農家

数は2005年には37になり， 30年余りの間に100戸

が減少している(第4図) また，経営規模別に

みると 2ha未満である小規模経営の農家が多く

減少している.特に1985年からぬ90年までの間に，

300"'-' (3/戸)

200"'-'299 

100"'-'199 

"'-' 99 

データ無し

第312-1 成日1市における農業集落~U平均経営耕地面積 (2005年)
(農業集落カードより作成)

-106-



(戸) (ha) 

~l:。140 

欝
120 

1.5 

80 

60 1.0 

40 
o. 5 

20 

O O 
1970 1980 1990 200020051:1三

(左車lh)
議題 5.0"--' 10. Oha 圏 3.0'"'--'5. Oha 翻 2.0'"'--' 3. Oha 

1. 0 "--' 2. Oha 亡コo“5"--' 1. Oha 仁コ 0.3'"'--'O. 5ha 
口 O.3ha未満

(右i!ilh)
→一平均耕地面積

第41:ill 成田市十余三地区における経営規模
7JiJ農家数および平均経営耕地部積の

変遷(1970同2005年)
(農業集落カードより作成)

経営規模が1~ 2haの農家および、O.5ha未満の農

家が大きく減少した 同時期における 1戸あたり

の平均経営耕地面積の推移をみると， 1980年代ま

では1.5haの階層が最も多かったが，それ以降は

2ha程度の階層が多くなっている 平均経営耕

地面積も1970年から1985年まで減少ないし微増傾

向にあるが， 19901'1三，!-j、降は増力IJに111:えじ， 20051'i三ま

で増加を続けている

借入耕地面積についてみると， 1980年まではわ

ずかであった借入耕地が その後1990年までの10

年間に増加し 30ha近くが借地として利用され

るようになった(第5図).その後は一時期停滞

するものの， 2000年から2005年にかけて再び約

7haの借入耕地が増加しており，現在の借入耕

地商積は40haを超えている.一方， 1970年から

1975年までにそれまで、300ha以上あった作付面積

が150haと半分になった. 1980年以降も作付面積

が減少しているがその減少率は小さい.

次に作物ごとの経営耕地面積の変遷をみていく

(ha) (ha) 

350 45 

〆
40 

300 

35 

250 
30 

200 25 

150 20 

15 
100 

10 

50 
5 

O O 
1970 1980 1990 2000 1，:1三

(左 ilql!)墜翠イモ類 Cコ果樹類趨窃変類・斜[~穀

DYlf菜類亡コ陥 Eヨ工芸農作物
騒S豆類 仁コその他

防相J)→ー借入耕地而積

第5図 )Jjz 十余三地区における{乍物別

作付面積および借入耕地面積の変

;選 (1970-2005年)
(農業集落カードより作成)

と， 1970年から1975年にかけて野菜鎖と

物，そして麦・雑穀類の作付面積が約100haから

20haに減少し特に麦-雑穀類の減少率は野菜

類や工芸農作物に比べて大きいことがわかる そ

の他の特徴としては， 1980年から1985年にかけて

工芸農作物の件付面積に代わって豆類の作付開績

が増加したこと， 1975年ごろから，サツマイモを

仁1:1心としたイモ類の作付が目立つようになり，そ

の後も年々増加を続けていることが挙げられる

この時期は借入耕地が急激に増加した時期とも重

なる 1985年以降，豆類の作付面積は減少するが，

イモ類についてはおよそ50ha前後の作付面積を

維持し続けている. 2005年における十余三地区全

体の件付面積はおよそ80haとなっており，イモ

類と野菜類が1:]コ心となっている

1I-2 土地利用と主要作物

1 )土地利用の特徴

2008年10月と， 2009年5月に十余三地立を対象
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に土地利用調査を行った(添付土地利用問参照)

十余三地区は，東西に国道51号線と東関東自

道が横断しており，南東部に成

している.前述したように，成田空港建設

を経て，十余三地区は住民の移転，農地の減少な

と寺大きな変化を経験している.宅地は地区の南西

部に集中しているが，これらは主に空港建設に

よって移転した世;帯によって構成され，ほとんど

が非農家である曲農家は地区北東1WJや空港東1!lJJの

稲荷峰などに点在しており，多くが空港建設によ

る移転の有を受けられなかった世帯である.国

道51号線Hこ}いには，わずかな飲食活やコンビニエ

ンスストアが立地するほか，大君~l の保税倉庫と

いった成田空港への近接性をうかがい知ることの

できる土地利用もみられる.また，南部には巷

利用者のために自家用車の保管業務を行う会社の

駐車場が立地している.これらの会社は成田空港

にi直結する新空港自動車道沿いに事務所を持ち，

空港から ItlJí~れた保管専用駐車場に車を移動して収

容台数の増加を12:1っている(宮 111奇. 2005). 十余

二:地区にあるこれらの!駐車j揚も保管専用駐車j揚で

ある

j品業:的土地平IJmをみると， は台地上

しているため，農地は全て畑地で、ある

も多いのはサツマイモであり 特に成i王i空港株式

会社からの借地が集中する第二滑走路北側に卓越

している サツマイモJJ，タトではラッカセイ，スイ

カ，ジャガイモ，ニンジン(秋冬).ゴボウなど

のW}菜類が主に観察され，果樹ではナシが栽培さ

れている. ビニールハウスも多いが，これらは主

としてサツマイモの育12i用として利用されてい

る.ただし農家によっては施設|塑芸や， イチゴ

狩りなど観光良閣を経営しているため例外的

1iJjjが撃ったビニールハウスやガラスハウスも存在

する. 2008年10月におけるピ、ニールハウスの作物

は，ホウレンソウやコマツナなどの葉菜類であっ

た 2009年5月の|時点では 周年で栽培される葉

菜類に加えてトマトが栽培されていた.

例えは¥2008年10月にニンジン(秋冬)が栽培さ

れていた農地のほとんどは 2009年5月にはジャ

ガイモ栽培に利用されていた. また， ゴボウを植

えた後はラッカセイに転作することによって地力

回復をはかろうとする農家もおり，年や季節，農

より土地利用は若干異なっている

2)農家と主要作物

2005年農林業センサスによると，十余三地区に

おける販売金額第 1伎の農産物は雑穀-イモ類・

豆類であり，前述した作付作物別農地面積の推移

(第5 からも，本地区においてサツマイモ生

産が広く導入されていることがわかる.経営耕地

面積の内訳をみると，経営耕地面積稔計8.884aの

うち回は1.181a.J:1IIは7.114a.樹園地は589aである

畑のうち，イモ類は4.466a(62 %)で¥続いて野

菜類1.320a(18%). 豆類614a(8 %)の}II買に多

い.このように十余三地区ではサツマイモを主体

としながらも • J農家によっては他作物を主体とし

いくつかの作物を組み合わせた複合経営も行われ

ている.現地調査によって明らかになった十余三

地匿における主要作物は，サツマギモ，ラッカセ

イ，スイカ，ナシ，ジャガイモ，ニンジン(秋冬)• 

ゴボウである

第6図に十余三j並区における主要作物の農事暦

を示した.サツマイモは. 1月初旬からピ、ニール

ハウスで播種-育苗が行われる.各農家ともこの

作業を個々の農家が所有するビニールハウス内で

行う. 5月頃まで苗の増殖を行い， 5月から 6月

に'i:1liに定植される.定植の後は 9月中旬からの収

穫l時期まで育成期間となる.収獲されたサツマイ

モは貯蔵され，各出帯組合の出荷計画に合わせて

めされた後出荷される 貯蔵は畳やおがく

ず， ビニールシートなどによって保温性を高めた

ビニールハウスのなかで行われるが，農家によっ

てはサツマイモの貯蔵専用に倉庫を持っている場

合もある.貯蔵は計画的出荷のために行われるが，

それ以外に. Hi 

される作物はサツマイモやスイカを除 i玄!ることを目的としている 1 ).そのため，

いて，表作-裏作の関係になっているものがある サツマイモ農家の出荷期間は9月中旬から
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品目名 I 1 月

サツマイモ

ラッカセイ

ジャガイモ

ニンンン

(牧冬)

-定植 C戸口呼3 協綴織援畿畿書

収獲・出荷 (サツマイモは貯蔵も兼ねる)

第6lz1 成田市十余三地l玄における

写真 l 成田市十余三地区における

サツマイモの貯蔵

13:)収穫されたサツマイモは農家所有のビニールハウ

スや貯蔵庫で、l¥i:蔵され ここから少量ずつ出荷さ

tLる trj:蹴することで糊!支の向上をI):{!ることカてで

きる

(2009:t1五月伊藤縄影)

7月までと長期間に渡る

ラッカ七千の作業は5月中旬の起に始まり，

6月上旬に播種，下旬には培養土をかけて種つけ

をする.その後収穫までの3か月間，

(聞き11¥1:り調布により作JJ見)

作業があり. 7月1:1:1旬から波及もと殺虫剤を]週間

関問で2同ほど散布するといった?寄成・

を行う.ラッカセイとゴボウは除草剤が使えない

ため手で除草を行わなくてはならない • lO)=Jの収

穫11寺には， トラクターでラッカセイを掘り返し，

一株一株をひっくり返して 513程乾燥する.その

後，株を円JI~~こ撞みJ二げ「ボッチj をつくり， さ

らに 1週間程乾燥させる(写真2トその後機械

を使って実を外し，一袋30キログラムにして出荷

する

ジャガイモは2月中旬から 3月下旬にかけて1直

えつけられ， 6月下旬から 7月中旬にかけてI1又獲

される.ニンジン(秋冬)はその裏作であり. 7 

月下旬から 8月上旬にかけて播種され， 12月下旬

から 3月中旬にかけて収獲される

スイカは 1月から 3月初めにかけて12iづくりが

行われ， 3 j=J 10日から 4)~ 20 EI 頃にかけて203ず

つ10日おきに定植が行われる.それから 6月の出

荷時期まではビニールのトンネルの間関を行って

一定の温度を保つなど育成・管理!の期間となる.

を開始する|時期が全作物の仁j二iで最も早いこと
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2 成田市十余三地区における

ラッカセイを乾燥させるボッチ

~J:) 収穫したラッカセイは，ボッチと!呼ばれるらせん

状のかたまりにして乾燥させるドッチの上部に

はピニールシートカfヵ、けら ~L ， Î~I:j カf ラッカセイに

あたるのを防いでいる

(2008年10月 深瀬~Î詰影)

から， j良家によっては，スイカの151iが生育不良の

年はスイカの作付面積を減らしてサツマイモへ転

換するなどの対応をとる.サツマイモは生産技術

も容易なため， このように他作物が播種・育苗段

階で、生育不良で、あることが'j:1J1明した際に，危険分

散をする役割を担うことができる

この地域で栽培されている主要な果樹はナシで

ある.ナシは収穫後，交配を行うまでの冬季に努

定をする必要がある.その後3月から 4月にかけ

て交配， 4月から 7月にかけて摘果が行われる

ザより出荷時期は様々であり， ト余三地区で

多く栽培されている幸水・豊水については，幸水

は8月 i二旬から 9月中旬，農水は8月i十l勾から 9

月下旬に出荷される.交配はミツバチによって行

われ，千葉県関芸協会などから購入する.ナシ栽

培は交配，摘果，育成中の管理と手間がかかるこ

とから，他作物との複合経営は行われにくい.

II-3 流通経路と出荷組織

1 )流通経路

第 71~1 は十余三地区における農産物の流通経路

を示したものである.流通経賂は農協出荷(サツ

マイモ・ジャガイモ・ニンジン)，専門業者出街

(ラッカセイ・ゴボウ)， ilif直-直売における!坂

3通りに大きく分けられる

(1 )農協出碕(サツマイモ・ジャガイモ・ニンジン)

成田1"11内の農業協j可組合は， 11ヨ成田市j或をJA

成田市(成田市農業協同組合)が，大栄・下総地

l玄をJAかとり(かとり農業協同組合)が管轄し

ている.十余三地区においてサツマイモ，ジャガ

イモ，ニンジンを栽培する農家は，多くの場合

@サツマイモ @ジャガイモ・ニンジン @ラッカセイ・ゴボウ 6ナシ
-骨骨F 時凶・ -白色 四国・ ・・ー..司司・・ ・目岬 叫 目』色 刷抽幅 四田町・

!園

市場

e ゴボウ
、 |菓子メーカーc|

一一一ラッカセイ
ji亙売所等|

一一一一加工用(ジャガイモ) 一¥]A成田市ークイックスイート
一一一一紅アズマなど 一一一生食用 、一一j の範四

第 71~1 成田市十余三地区における主な農産物の流通経路
(開き]担り調査， ]A 成田市資料より作成)
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人出 請け負うため，農家の作業は施)l~ と管理のみでよ

く，労力の負担が少ないのが利点である

十余三地IXでは空港建設にともない就業機会に

恵まれたため，近隣の住民を農作業に}雇用するこ

とが閤難であり，専門業者へ出帯するようになっ

た. ちなみiにこ' 業者によ τつ〉ては中i国司人1iJ]洗j丸i

の労働力をj用有いて，上述した作業を行っているこ

ともある.

]A 成田市を通して している治宝.

荷(姻選)をとる農家もいる

サツマイモの出荷作業は，収穫後に貯蔵された

サツマイモの泥を洗待機で洗い落とすことから始

まる.洗浄されたサツマイモは，ツ jレを切り落と

して陰干しされ，等階級ごとに 5kgず、つ箱詰め

される ]A 成田市では共通の等級基準を設定し

ていないため，集落内および隣接集落の農家との

グループでつくられている出荷組合ごとに等級を

決定しており，出荷組合単位で各市場に出荷され

ている.出荷組合の集荷場に集められたサツマイ

モは，組合員が交代で務める検査員と農協の検査

員によって正確に等殻分けがなされているか検査

される.農協は出荷日が集中しないよう組合ごと

に出荷日を変え， さらに市場ごとに品種や等級を

変えるなど計画的に出椅する.JA 成田市のサツ

マイモの取引市場は，大田，新宿，横浜， JII111奇の

首都圏地域と大阪と会津の市場である

ジャガイモはJA成田市へ出荷された後，北海:

道のS農協の加工工場，および]A成田市と藍接

契約している業者へ出荷される.s 農協で、はカル
ビーやニチレイとし亙った大手の菓子・食品メー

カーと契約しており， s農協の不足分を]A成田
市からのジャガイモで補っている.ジャガイモは

加工用のため洗浄-梱包作業をする必要がなく，

農家はコンテナに入れたまま農協へ出荷できる

選別や洗滞作業の手間がかからないことがジャガ

イモ栽培の利点であるが，反i蛮，契約栽培のため

栽培を自由に拡大することはできず，農協が儲々

の農家と契約をすることで 生産量を調整してい

る.ジャガイモと同様にニンジンも農協が契約し

た業者へ出荷されている

(2)専門業者への出荷(ラッカセイ・ゴボウ)

十余三地包においてラッカセイとゴボウを栽培

する農家は，専門業者に販売している.収穫後袋

詰めされたラッカセイは成田市内の業者が各農家

を回って集荷し買取る. ゴボウも同様に成田市内

にある業者が集荷・買取を行っている. ゴボウの

場合，業者は買取りだけでなく播種や収獲作業も

(3)直販・蓋売所

ナシは成田市果実組合や農協を通して市場出抗

するほかに，個人による産直販売(以下， I直販J)

や産売所への Il~1::\ 1'11といった市場外流通がとられる

が，そのうちで大きなウェイトを占めているのは

直阪であり，いずれのナシj史家も直販を行ってい

る.直販の場合は生産者と消費者の信頼関係に

よって取院が維持されているので，なるべく良い

品質のものが直販用として出荷され，それ以外の

余剰品が市場出荷されるなど，流通経路を使い分

ける工夫がされている

直販にも，利用客が産接農家に来て予約・購入

する形態と宅配の2通りがある.聞き取りによる

と直販を平IJmす一る客層は 50歳代から60歳代まで

の成田ニュータウンなど成周辺にj苦位する間

定客が多い.宅配による販売では，ホームページ

を作るなどインターネットを利j存した宣{i¥は行わ

れていない.現在のところ，ート余三地区のナシは，

積駆的な宣伝活動をしなくとも， 荏都 j習を I~Iこ!心と

したそれぞれの農家の悶定客へと販路を確保で、き

ている

次に産売所について述べる.イ-余三地区には地

区内の農産物を提供する甚売所「とよみ直売所」

が存在する 3) とよみ直売所は，+余三

産直組合に加盟する 7戸の農家によって運営され

ている.この組合は2003年当初， 11戸の農家によっ

て設立された 組合員の多くは専業農家であり，

6戸の農家はとよみ直売所の他に農協のAコー

フ。へも農産物を出荷している.当初，直売所は十

一トンネル付近に簡易自舗を設置して営業を開

始したが，第二滑走路の北伸工事に伴い現在の場

市
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3 J武田余三地区における

とよ

注)成EH雫港第二滑走路JJ品に設けられた直売所で.土

曜日と [1 1]譲 H のみ l~fJ 閉する u:ぎ究所の左手にはパー

クゴルフ場が併設されており， ゴルフ場利用客の

多くが iI完売J9fで・ ~~t い物をする

(2008年10丹羽'tlJI1最影)

所へ移転した(第 1I:2:D この移転を契機に木造

の広告ilJを建設し駐車場の整備が行われた.これ

は空港からの移転保証金と十余三地区の建設会社

の協力によって建設された 売り上げの10%が手

数料として組合の運営資金に当てられる

とよみ直売所はlil道51号線沿いで成

近いため，地元成IIli'j=iからはもとより，周辺の観

光-娯楽施設への通行客も多く訪れる そのため

現在は， とよみUR売所の所在地周辺に第二滑走路

を望める公園を造る計画が進行中である直売所

. Elllfs EIのみで、あり， iヨは組合員

日が二!二・日H翠

を行うと労

の姿が交代で販売を担当する

けのみのは， 王子日も

働力が不JEし をきたすためである

2)出持組織

十余三地区の販売農家は38戸あり，そのうち22

戸がj長IZhへ出荷している成田市では

会が組織されているが，この部会が設立される以

前に地域ごとに任意出荷組合が組織されていたた

め，組合がJAの傘下に入っても組合独自の規格

や選別方法を採り，出最も組合ごとに異なる

成田市内では19の組合が組織されている

十余三地区における主な出荷組合は，農協傘下

のマルナリ留芸出荷組合(以下 rマルナリ出荷
組合J)と新生そ菜出荷組合(以下， r新生出荷組
合J)および任意組合の成 出荷組合であ

J 
U 

る マルナリ出荷組合はサツマイモとニンジン，

新生出荷組合はサツマイモと他の野菜類，

合はナシを中心に出荷している

マルナ 1)出荷組合は1971年に，当時高値で寂引

きされていたサツマイモの販路を首都圏の大規模

市場へ拡大するために設立された 設立当初は50

名以土とJJl在の 2倍以上の組合員がいたが，現在

は17名に減少している.これは成田空港第二j骨走

路の建設に伴う転居や離農によるものである.組

合を設立した当時 0970年代)はスイカ， トウモ

ロコシ，ニンジン，ハクサイなどカ当主培されてい

たー当初は， -[-余三地!玄内の任意組合で、あった

が，農協のi霊i芸部会設立に伴ってマルナリ出荷組

合は，その傘下に入ることとなり現在に至ってい

る.現在，マルナリ出荷組合は主にサツマイモと

ニンジンを出荷している.サツマイモの

多い9月から翌年の 1月までは月・水-金曜日の

週3回， 2月から 5月まで、は水・金曜日の週218]

を出碕iヨとしている マルナリ出荷組合の出荷基

準は成田市で最も厳しいことから，市場での信頼

も厚く，東京の新宿市場や大田青果市場など首都

圏の大型ili場に出荷している(写真4)

新生出持組合はサツマイモをはじめ，ニンジン，

ダイコン， ジャガイモなどを多摩市tAむを中心に首

都圏一帯の市場に向けて出荷している.マルナリ

出碕組合がサツマイモを i二|こi心とした組合であるの

に対して，新生 I~=I椋組合は多様な農産物を出荷す

ることを目的に設立された組合である.現在の組

合員数は11名で，組合独自の集荷:場は所有してお

らず，組合員は十余三地l玄内にある農協の農業加

工センターで集荷・出荷を行っている.出荷日は

火・木曜日の週21fi]である

市内のナシ農家によって構成される成田市果実

組合は，1953年に設立された任意出荷組合である

組合は当時成田市で栽培され始めたばかりのナシ
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写真4 成田市十余三地区における

マルナリ密芸出荷組合の集荷場

注)マルナ¥)I翠芸 Ij~1 荷組合しこ力!1 m~_ している民家は， こ

の集荷場にサツマイモを出荷する.集荷されたサ

ツマイモは組合員による検査を受けて市場へと述

l工れる

(2008年lOFJ 横LL!掩影)

を，大規模Tll場に出荷するために設立された 設

組合では生産を拡大するため，ナシ栽培

先進地域の松戸市への視察や県の鐙芸課から栽培

技術の指導を受けていた そのため大白や築地な

ど，大きな市場への販路開拓が可能となった し

かし設立当初いた36人の組合員は減少し現在は

8人となり，果実組合の集荷場がある

でもナシ農家は3戸となっている.市場もかつて

の大出や築地市場よりも小規模な新宿市場へ， 8 

月から10月初旬にかけて出荷される

JI-4 十余三地区における農家の経営類型

これまで述べてきたように，

てはサツマイモを中心として，ナシヤスイカ，ジャ

ガイモなと宇多様な作物が生産されている

j也j玄における販売農家38戸のうち， 28戸の農家に

対して開き取りを行った.調査できなかった農家

の大部分は農外就業に従事する小規模農家であ

る それぞれの農家を作付作物や作付面積規模に

著 l~ して， 3ha以上の作付面積を有しかっ耕

地面積の50%以上をサツマイモ栽培にあてている

大規模サツマイモ栽培型(農家番号 1~1 1)， 3 

ha以上の作付加較を有し，様々な作物を栽培し

ている大規模複令経営型(農家番号12~13)， 3 

ha未満の作付面積を有し，様々な作物を栽培す

る複合経営E~! (農家番号14~21)ーナシなどの果

樹栽培を中心としている果樹栽培型(民家番号22

~24) ，そして兼業を 1=1-1 心としている兼業型(農

家番号25~28) に類型化した(第 81盟)

まず¥大規模サツマイ

を主な栽培作物として大規模な

は，サツマイモ

を経営してい

る農家であり 28)三iI=j=1 11戸が該当する.いずれの

でもサツマイモの作付面積は 1ha以上であ

り，借地をしているという特{数がある サツマイ

モtJ、外の栽培作物として ほとんどの農家がゴボ

ウもしくはラッカセイを栽培している.これらの

作物はサツマイモを 4~5 年ほど栽J苦した後，­

入されるもので jlli力回復を 1=]的としている

が多い. また，サツマイモの作付託i積が大きい農

家はゴボウを栽1去し比較的作付面積が小さい民

家はラッカセイを栽培する{頃li:i]にある.これは.

ゴボウは収穫から出荷までを業者が行うために，

ラッカセイに比べて少ない労働力ですむという理

由によるものである.他の作物としては， ジャガ

イモやニンジンを栽培している良家が多く，ジャ

カ。イモの裏作としてニンジンを栽培している例が

多くみられる

次に，大規模複合経営21jで、あるが，作付面穣が

大きくかっサツマイモを主体としていない農家で

あり， 2戸の農家が該当する これらのj業家は，

サツマイモの作付面積は大規撲サツマイモ栽

の農家と変わらないが，サツマイモと伺等もしく

はそれ以上のi面積で米を栽培しているという特徴

がある.米の作付面積は農家番号12で、は250a，農

家番号13では750aとなっており，農家番号13で

は米に加えて麦類も300a栽培されている.これ

らのj是家は十余三地区内で最も作付面接の大きい

農家であり，作付総面積は農家番号13・で、は640a，

j農家番号12で、は1，l70aとなっている

複合経営型は，先の 2類型よりも作付面積が小

さい農家であり， 8戸の炭ー家が該当する この類

型に属する農家の特徴は 借地が少ないというこ

司、
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( jil'Jき取りにより作Jtt)
成m市卜余三地区における農家の経営類型第812:1

ホウ

ナシの作

農家

3戸

物といえるものはないが，ネギやサトイモ，

レンソウなど多品種を少量ずつ栽培する農家も存

この農家は， さらに藍売所用の野菜を少

E栽培し販売先として直売所を利用して

総じて，複合経営型の農家ではサツマイモ

や米などを大規模に栽培できないことから，

マイモと他の作物との複合経営， またはサツマイ

モJ-j、外の作物の設合経営に二分できる

果樹栽培型では，いず、れの農家もナシを

栽培してお乃. 3戸の農A家が該当する

付面積は全ての農家で、10021をj担えており，

番号22では20021の作付面積を有している

サツ

在する

いる
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とであり. 8戸のうち半数にあたる 4戸は借地が

なく自竹j也のみで、経営している.その他の農家に

ついても，農家番号14で17021の借地を持ってい

るのみで¥し1ずれも借地は10021にf1jj¥iたない また，

物についてはサツマイモの他にスイカやニンジ

ンなど様々な作物を主体として栽培している

が多い サツマイモを主体としている

番号15.17. 18. 19であり，農家番号14ではスイカ，

農家番号16ではニンジンをそれぞれ主体としてい

さらに，炭家番号21のようにホウレンソウや

コマツナなど葉菜類をハウスで集約的に栽培して

農家番号20のように主たる作もあれば，

る

いる



の農家に共通する特鍛として，ナシに加えて50a

ほどの面積でサツマイモを栽培していることであ

る.このうち農家番号23，24では借地においてサ

ツマイモを栽培しており 自作地と借地の作付作

物を明確に区別している.果樹栽培;JJ;lに属する

家は全て成田市果実組合に加盟しており，地区内

にある集荷場を通して市場出荷する他，甚売も

行っている. また，農家番号23ではナシの他にイ

チゴも30a栽培してイチゴ狩りの観光j菜園を経営

している

最後に， 4戸の兼業農家を兼業型として区別し

た. これらの農家は作付面積が100a以下とト余

三地区の中では最も規模の小さい農家である

地を持つ農家は存在せず，いずれのj農家も自作地

において農業経営をしている. 4戸の農家のうち

複数の作物を栽培している農家は農家番号26のみ

でサツマイモに加えて輪作用のゴボウを栽培して

いる.他の3戸については農家番号25ではサツマ

イモ，農家番号27で、はラッカセイ，農家番号28で

はナシをそれぞれ生産している.兼業農家である

これらの炭-家の農外就業先としては多くが空港関

連産業であり，例えば農家番号27の世;肝主は空港

内の消防署に，農家番号28の帝主は空港内の清

宇それぞれ従事している

このように，現在の十余三地区における農業は

5つの類型の農家経営形態によって特徴づけられ

る なかでも大規模サツマイモ栽培型と

~;!の 2 類型が多い 次に，こうした現在の農業経

営の分化がし=かに形成されてきたのかについて，

十余三地区における空港建設の経緯と農業の発展

過程から検討する

E 成田国際空港建設に伴う畑作農業の変容

班-1 成盟空港の建設

1 )土地利用の変遷

第91Z:1は，十余三地区における土地利用の変還

を，出土地理続発行の 5 万分の l 地Jl~l2Qをもとに

経年的に示したものである.十余三地区は成田空

港の建設， とりわけ第二滑走路建設の影響を強く

受けた地域である

わが屈では1960年代以降，航空旅客の増加に伴

い，国際空港の建設が必要になった.当初政府は，

航空管制，気象などの立地条件から1965年の関係

閣僚懇談会で，空港建設地を現在の千葉県富阜市

に内定した しかし地元住民の反対が激しく，

TI!Iiは中JCされた そこで政府は千葉県の了承を得

て， 1966年の閣議において空港建設地を三里塚廊

辺にすることを決定した.政府が三盟J家j詞辺に決

定した理由は，①立地条件が富里と差がないこと，

①l;m有地である御料牧場の用地と県有地を利用で

き，民有地の巽収を少なくできるとの判断からで

あった(中間， 2009) によると， J五回

空港は1，065hallU支の敷地に，約4，000mの第一滑

走路，約2，500mの平行滑走路(第二滑走路)と.

約3，200mの棋j乱用滑走路およびこれに対応する

諸施設を設備するというものであった(成田問捺

空港株式会社， 2007) 

第9図をみると， 1978年において十余三地区で

の空港建設に伴う土地利用の変化はみられない

十余三地区内を通る回選出号線沿いには，住宅が

しており， ここが当時の十余三地l又の1:1:1心部

であった また国道51号線の南北には'):111が広く分

布していた. 1978年には，成田空港が第一j背走路

のみ I~百港した.

1992年になると，十余三地区の北部を東関東自

動車道が開通するようになり その周囲の士IIIが減

少した 当時，第二滑走路の建設計画-I~ にあった

地域では，土地の買収と住民の移転が進んでいた.

とくに， 1雪道51号線沿いに立地していた住居が移

転しており，かつての十余三地区の中心部を剥り

抜くような形で第二滑走路が建設された 1992年

時点で使用されていたj骨走路は，依然として第一

滑走路 l本であったが，空港のさらなるJ整備・拡

充のためには，第二滑走路の建設は急務であった.

しかし地元住民の理解が得られず，第二t'l~・走路

建設計画が変更され，暫定第二滑走路 (2.180111)

として建設されることになった.そして2002年4

月に「第 2 の I~fj港j を迎えることとなった(成田

由際空港株式会社， 2007) 

「
0
1
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日J1978年

仁コ-除三舵

第91玄i成子卜余三地|互におけるこi二地利用の変化 (1978年~2001年)
(mq~tJlliJlV続発行の 1 : 50，000地形図日正日一IJ(197811ミ修正・ 1992iF-修正・ 2001年修正)により作成)

暫定第二滑走路の併用開始の前年である， 2001 

年の土地利用Izlをみると，暫定第二滑走路の輪郭

がすでにできあがっており 国道日号線が滑走路

の地下をトンネルで通過するようになった 滑走

路の付近の住宅は移転し その周辺には畑が分布

している(第9図)

次に空港建設に伴つ農地転用について述べる

第]表は，十余三地区における農業振興皮

j或の除外実織を示したものである. 1978ij三の成田

空港開港以降， 1:111が農家住宅に転用されている

これは，第二滑走路の建設により建設予定地に住

んでいた良二家が，十余三地区内で移転したためで

ある. また， 1998年に畑が給油七ンターに.2000 

年にはj骨走路の誘導路およびi坊音堤・ i功音壁に転

月3されている これらもまた 暫定第二滑走路の

建設に伴う土地利用の変化を示している. 2005年

には，増大する航空需要に対応するため，

二滑走路を北側に延伸して2.500mの第二社号走路

とする案が採用された.そして2006年に

省の許可を得て，

2007ij三に防音堤・ 2008年に

された.

場と紡音堤が整備されているのは，第二滑走路

の北伸工事のためである. 2009年lO)"=j221ヨには，

2.500mの第二i骨走路の使用が開始された.

2)騒音区域の産分

空港周辺で騒音の障害が著しい地域は，

によって騒音区域として買い取られてい
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第l表 十余三地区における 地!玄j或

の除外実績

除外目的 地住 |山積
農家住宅 苅2 1，452 

1983 農家住宅 知i 991 
農家住宅 県自

1984 境内地 向H 4.347 

1985 農家住宅 知Il 991 
1986 農家住宅 先日 330 

駐車場 到Il 3， 302 ，:111 68 

~111 992 

よ111 5，513 
対H 818 

対II 991 

対11 402 

対Il 998 

対H 998 

1998 給油センター 苅11 31， 800 
1999 駐車場

農家住宅 対日 817 
2000 ! 滑走路の誘導路 長Il 15，354 

防音J走-1応音壁 苅II 29，327 

2001 
駐車場 知| 3，772 

2007 

2008 
iジ'51オ堤

(成田市役所提供資料より作成)

る.航空!騒音に関わる法律は「公共用飛行場周辺

における航空機騒音による障害の紡止等に関する

法律J(以下「綴紡法J)と「特定空港)NJ辺航空機

騒音対策特別措寵法J(以下「騒特法J)があり，

これらの法律が適用される地区は!強音区域として

緑地や公園，公共施設，農地に利用される ト余

においても多くのJ芸家が騒音区域内の農地

を借りて農業を営んでいる，

(1 )公共用飛行場関辺における航空機騒音に

よる障害の防止等に関する法律(騒妨法)

杭空機のジェット化に伴い， 1967ii三8月に一

般民家の防音工事に対する助成や空港周辺の緑

地帝の整備などを目的とする騒防法が制定され

た!騒i功法では航空機の騒音の強度，発生回数

などを

上)，第2

し，第 1 [l:l:戎 (75¥入iECPNLG) t~ょ

(90¥iVECPNL 以上)，第 3磁li:

域 (95WECPNL)の 3区域が指定され，京港の

この!又域においてw、ドの対策を講じなけ
ればならない 第 1種区域では.住民が住宅に肪

を行う場合に，その工事に対ーして助成措置

をとること，第2磁広域と第3植民i或では，指定

されたことにより住柑や建物を 1:2<:J或外に移転する

には，その二地を空港設置者が買い取るなど

の補償を行わなくてはならないことが定められて

いる. また，第3種区域では緑地市その他緩横地

として整備されるように適切

カ勺をめらi'lている

をとること

(2)特定空港鹿辺航空機騒音対策特加措置法

(騒特法)

空港周辺の!騒音対策は騒防法に基づき行われ

てきたが，大阪空港のように空港周辺における

地化が問題となり • DJJ J& i"Tc¥: 11罰を I~I~I j lンとする騒妨j去

による対策だけーでは不ート分な)京j党になってきた

(J或田空港株式会社. 2007) それに伴し¥

辺区域において住宅-学校-病院などの建物の建

を制限するとともに生活環境施設，産業悲盤施

設などの整備を計IJ括的に進め，航空機騒音による

を未然に防止し併せてj喜正かつ合理

的な土地利jちを進めることを目的とした掻4寺法

が1978年に制定された

.!!話特法は成EH空港周辺の航空騒音を想定してつ

くられた法律であるため， I車内では成田空港周辺

地域のみに適用されている.この法律で、は，航空

機の騒音が75WECPNLtJ、上で、ある地j或を基準と

した航空機騒音防止地区 (tJ、下「防IJ二地毘J)と，

航空機の!騒音が80¥iVECPNL以上である地域を

とした航空機騒音紡止特別地 l豆(幻、 I~ r防!と特
別地区J) を定めている 防止地区で、住宅・学校-

病院などを新たに新築する場合には. liJJ音上有効

な構造としなければならず， また. I坊JJ二特別地区

内では知事の許可を受けた場合を除いて，住宅・

学校・病院などを新たに建築することは禁一止され

ている.この建築の禁止により生ずる損失は成田
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[ 1 ]騒防法 1) [ 2 ]騒特法 2)

一~_._~_.十余三地区

航空機騒音障害 日::: : 1航空機騒音障害
ll)jJt特別区 」一一[l)jIIニ11主区

[ 2 ] 
三三三王者高速道路 一号一国道

第10図 成田市+余三地i互における成田空港の騒音区域
a: 1)騒防法とは「公共用飛行場j詩辺における航空機騒音による鰐害の防止等に出jする法律jのことである
注 2)騒特法とは「特定空港!日辺航空機!騒音対策特別措撞法Jのことである

空港が補償'しなければならず， さらに

より土地の利用に著しく支障をきたす場合は該当

する土地を買い取らなければならない. ItJj止特別

地区内においては 成出空港は移転希望者に対し

移転補償および土地の買い取りを行わなくてはな

らない.

3)騒音用地内の農地貸付

第101mは十余三地区における騒音区域を示した

ものである. )Vt IIls~港は騒助法における第 2 種区

域および.!{品特法における防止特別或内で)j又用し

た農地を「新東京国際空港周辺地域における

振興のための基本となる考え方についてjに沿っ

て. J習辺農家へ貸付けている 貸付は1979年か

ら開始され.2009{1三10月現在で、約777h3の騒音区

j或のうち約159haがj良地として利用されている

2007年の成1:131'11全域での借受け人数は194で，団

体数は7であった.以下では，騒音区域内の周辺

に貸し出される農地を「公団農地7>Jとi呼称

する(写真5) 

(Jl見IIIT!i-q支所提111:資料より作成)

5 成田市十余三地j互における

公団j菱地内のサツマイモ栽培

注)公団農地を利用しているサツマイモtlllである 写
真後方は成田空港の第二滑走路となっており. l)jjf: 

I~主を待つ飛行機を望むことができる

(2008年10月 大石撮影)

十余三地誌では1978年から公団農地をf昔りるた

め「十余三土地利月3組合」を組織しており，騒音

対策用地の貸付は以下の手JII買で契約が交わされ

-118-



る まず，成田空港が成田市民政課に貸付可能な

農地を申請し市は!騒音対策用地周辺の地区にお

ける土地利用組合に貸付を提案する.借入を希望

する農家がいれば，加盟している土地利用組合を

通じて農地を借りることができる.成田空港によ

る公団農地の貸付は営利自的ではなく，空港昂辺

地域の地域振興という呂的のため，成田空港と j箆

家の間で土地の貸借契約を行うのではなく，成田

空港，成田市，農家という三者で、公団農地の貸借

契約を行っている. しかし現在は，新規に借り入

れられる農地も授られるともに，農ー業従事者の高

齢化したこともあって，かつてのように土地利用

組合で協議して借用地を決定することは少なく，

市と借地を希望する農家が直接連絡を取って協議

する体制がとられている

公 l主農地の貸付金額は成田市の標準小作~q. を基

準としている.十余三地匿の農地は標準小作料の

なかで中程度の農地と評価されているので， 10a 

あたり年間14，000円で貸し出されているー手頃な

価格で借りられる一方で， 3年ごとに契約更新が

行われるため，借地での農業は構造物を必要とす

る果樹や施設園芸には不向きである

亜-2 農業経営の変容

1 )伝統的農業期 (1950""1970年)

菊地(1966)は， 1950年代の印路・香取農業地

帯について，水田では米単作，畑では麦類とサツ

マイモか麦類とラッカセイを主とする

あったと特徴づけている.また，白浜(1958)は

東総台地では1950年代，ラッカセイ

もっとも重要な要素として農業経営を支えてい

ること， とくに八街，富里ではラッカセイに加

え， ビール麦，裸麦が生産されていたと述べてい

る.成田市の南に位置する八街市では， 1900年代

初頭から桑園がラッカセイ畑に転換され(同町，

2006) ，以後急速な拡大を経て， 1960年代にはラッ

カセイの栽培面積が畑地面積の約半分を占めるま

でとなか市i町村単位では自本ーの収穫量を誇る

ようになった(中西 2009) .従来の研究から明

らかなように. 1950年代の成田市周辺では，ラッ

カセイや麦類を主体とする主穀農業が営まれてい

た 当時ラッカセイが盛んに生産されていた理由

は， ラッカセイが11又益性でも労{動生産性で、も他の

部門よりすぐれており(白浜， 1958)，地力の保

も役立ったからである(I千1間， 2009) 

こうした傾向は十余三地底でも例外ではなかっ

た.前述したように1970年から1975年にかけて十

余三地区の耕地面積が半減するなかで， とくに変

と雑穀類の耕地面積の減少率が大きい.それに

代わってイモ類や野菜類の作付面積が増加した

5 [~]) . 195011三代から現在まで、の主要経営品目

の変遷について把握することができた15戸の農家

のうち，多くの農家で1970年代中頃までに変類・

ラッカセイ主体の主穀物農業経営から他品 I~I に転

換していることが確認できる(第111選)

例えば農家番号4は1960年代になるまでビール

麦・ラッカセイ・小麦・デンプン用サツマイモを

栽培しており，同様に農家番号9は1970年代にな

るまでビール麦・ラッカセイ・サツマイモ・ニン

ジン・ショウカ¥農家番号12は1970年代中頃まで

小麦・ビール麦・ラッカセイ，農家番号13は1960

年代中頃までビール麦・ラッカセイ，農家番号15

は1970年代 1=1=1頃までソト麦・ビール麦・ラッカセイ-

ナタネ・ミツバ・米を組み合わせたj造業経営をし

ていた

+-余三地i玄では遅くとも1970年代中頃までには

・ラッカセイ主体の主穀農業という当時の下

総台地で広範に行われていた伝統的操業から，そ

の他の品目を主体とする農業経営への転換が行わ

れた

2)商品作物の導入期

(1970年代中頃""1980年代中頃)

1970年代中頃から 1980年代 I~=II袋にかけては，麦

類・ラッカセイ主体の伝統的主穀農業から，サツ

マイモ(農家番号6，11. 12， 13. 17)，スイカ

(J:芸家番号2.4. 8， 14)，イチゴ(農家番号 1) . 

ショウガ ヲ)，ナシ(農家番号といっ

た商品作物への転換がl:mられていった(第11図)

それまでにもサツマイモはデンプン加工用に生
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(f琵き取り調査より作成)

産されていた経緯があったが，ベニアズマなど新

品積の導入によって生食用の新しい2，1，I~I として栽

培が試みられるようになった. また. 1鱗境境i接する言寓; 

!耳:t=r.yl昨巾lわ!トh一-[

れ 3JI在では全同第21立の生産量を誇る産地に

まで発展していることもあり，当時の成日=j干

辺ではスイカ生産が感んに行われていた(中間，

2009) 現在スイカの主力品種となっているのは

い朱肉のクリームスイカ(黄玉)であるが，

スイカが1:1こ1心で，露地でもビニールハ

ウスでも栽培されていた.

商物への転換は，後述するA農家とB農家

の事例のように，後にサツマイモに特化していく

スイカ [Z{ZJナシ十サツマイモ~ナシ

米 仁竺竺i施設野菜 一一圃データなし

前段階として試験的に行われる場合もあれば.B

農家のように現在まで引き継がれている場合もあ

る.A農家では天災によって被害を受けた施設

への追加投資の回避や農業労働力の減少に対する

適応から. 1 978j:1三からの公団農地貸付開始がサツ

マイモに特化する積極的な要i玉!として働いたが，

BJ史家の場合は現在のサツマイモにはないスイカ

の高い収能性が評価され，主要経営品目となって

現在に至っている

(1) A農家(農家番号5)の事例

現在，大規模サツマイモ栽培型農家に分類され

るA農家(農家番号5)では，世帯主 (52歳)• 
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安 (47歳).母 (82議)の計3入が農業に従事‘し

ている.現在の所有耕地面積は4303で， 自作地

1203. 借地は3103である‘借地の内訳は公団農

地が723.残りは知り合いの農家からの情地となっ

ている.作付作物別経営耕地面穫は，サツマイモ

2803，ゴボウ503で，残り 1003は傾斜地で条件不

平iJのために農事組合法人を運営する親戚に貸し付

けている

世帯主は1975年より就農し，当時は1503の自

作地でスイカ(赤玉).サツマイモ，ゴボウを

培していた. 1987年からは既に貸付けが開始され

ていた公団農地1503を借りて農地を拡大しそ

れまでのスイカ主体の経営からサツマ千モを

にしてスイカ， ゴボウを組み合わせた経営に転換

した.その後. 1994年にはサツマイモ2003. スイ

カ(クリームすいか)45a， トマト(抑制・ハウ

ス)253，ニンジン，ハボタン(ニンジンの裏作)

という組み合わせになった. しかし， -1吐帝主の父

が亡くなった1998年にスイカをやめ，さらに強j孔

でハウスが崩れたことにより2003年にトマトを1=1コ

止した.加えてサツマイモと農作業の時期が重な

るという理由から春ニンジンもやめ，代わってサ

ツマイモの規模を拡大した. 3~4 年前から，サ

ツマイモの連作障害:を避けるためにゴボウの栽培

を始めている.ゴボウは5年に l度のサイクルで，

サツマイモの農地に植えて輪作する.

(2) B農家(農家番号14)の事例

経営複合型農家に分類されるBJ支局ミ(農

家番号14)では，世帝主 (56i設)，安 (47歳)の

2人が農業に従事している 全耕地の内訳は自作

地1.5ha，11t，地1.7haである.借地の内訳は公団農
地が 1ha， 9~1] 人農家から20a，親戚農家から 503

となっている. また， 自作地1.5baのうち70aは

十余三地区に隣接する大室地!玄にあり，他の農家

に貸し付けている.現在の経営耕地面積2.5baの

内訳は，スイカ(クリームスイカ) 1 h3，サト

イモ403 ゴボウ403 サツマイモ(ベニアズマ)

703である

B農家では，世帯主が就農する tj、1itrは1.5haの

自作地でサトイモーサツマイモ，ゴボウーラッカ

七十麦類を栽培しており，サツマイモについて

は金時や高系と呼ばれる品種を生食用として栽培

していた.成田空港建設以前は現在の第二滑走路

の近くに居住していたが， 1973年の空港建設にf*
い第二滑走路の北間部にある現在の居住地に代替

地をもらって移転した. しかし

とはなかった.世帯主は東京で自動車の部121関係

の会社に就業していたが. 1975年に-1-'余三j也氏に

反って就践した. 1983iF.頃には，それまでの作付

体系からスイカ，ゴボウ，サツマイモの生産に移

行したーこれらの作物は現在でも継続して生産さ

れており，スイカを主体とした経営形態はこの頃

に始まったものである.その後， 2000年ごろから

はゴボウ栽培を. 2005年ごろからはサトイモの契

約栽培をそれぞ、れ開始した.業者が収穫と1:111荷を

f]:ってくれるゴボウ，泥つきのままコンテナで、出

荷で、きるサトイモは必要労働力が少なく，

の多いスイカを栽培&するB炭家にとって有効な作

物であるといえる また，サツマイモの1211栂につ

いては，金11寺やi斐i系からベニアズマへと移行し，

2009年からは新Ilij'lf主で、あるクイックスイートを

入している

BJ是家ではスイカを主力作物としているが， こ

れはスイカの収益が高し 1ためである.サツマイモ

のlOa あたりの収益は1O~30万円であるのに対ーし

てスイカは50~60万円と 2 倍以上の差がある.ス

イカを栽培している炭-家は十余三地区ではこのJ長

家のみであり，スイカは単位面積当たりの収益が

止|士00.作業に手間がかかるためにほとんどの

農ー家で栽培されていない BJ史家では， 自宅に近

い自作地でスイカを栽培し逮焔Jl!!.にある借地で

は手間の比較的かからないサツマイモを栽培する

ことで労力の分散を図っている. また，スイカを

主体としながらも，苗作りが不良な年にはサツマ

イモの作付を増やすことによってスイカの不足分

を補っている

1
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3)大規模サツマイモ生産の拡大

(1980年代中頃"'1990年代中頃)

1980年代中頃以降の十余三地区における主要経

自をみると，多くの農家がサツマイモに転換

した(農家番号 1，2. 4. 5， 6. 8， 9， 11， 12， 

13. 17). それまで商品作物としてスイカを主体

としていた農家の中にも，スイカ栽培が重労働で

あること，労働力不足になったことによっ

経営の主体をサツマイモへと転換ーした農家もいる

2， 5， 8) 

ニ地区では，成田空港開港(I978il三).土

地利用組合の結成および公団農地の貸付開始

(1979年)が農業に大きな影響を及ぼした転換期

を経ていた. この時期の十余三地区では農家数や

農地は減少傾向にある一方で， 1980年代から1990

かけての急激な借入地の増加に伴い農家の

平均耕地面積は上昇した(第41翠).すなわち，

それまでの麦類・ラッカセイを主体とした農業経

営から他の商品作物への転換を試みていく中で，

という規模J広大の機会を得て面積規模が

きいサツマイモ主体の農業経営へと転換したの

である

(1) C農家(農家番号 1)の事例

現在大規模サツマイモ栽培1J~に分類されるC 農

家(農家番号 1)は世;市主 (56歳).妻 (49歳)

を恒常的労働力，世;詰f主の父 (83歳)，母 (82歳)

を補助的労{動力とする良家である また，世帯主

の息子 (26成) を行っておらず，空港関

迎会社の仕事に従事している

経営耕地面積は6.5haであり，そのうち自作地

は3.5ha. 借地は 3haである.借地のうち 2haは

公団農地であり.財団法人成田市農業センター

を介して借用し，残りは個人からの借地である

現在の作付作物別経営耕地は，サツマイモ 4ha.

ジャガイモ50a，ジャガイモの裏作としてニンジ

ン50a. ゴボウ50aとなっている.残り 1.5haのう

ち， 1 baは信!人から借り受け時た農地であるが耕

作をしておらず，残りの50aは資材管理用のハウ

スとなっている.サツマイモについては 4haの

うち20aがムラサキイモ 30aがクイックスイー

トであり，残りの3.5haはベニアズマである C 

農家の住居および自作地は十余三地立の西部にあ

り，公団農地は自宅から離れた場所にあるのに対

して，個人からの借地は自宅から比較的近い場所

に位置している(第12圏).ムラサキイモはドウ

ガネブイブイと[]乎ばれる害虫に弱いため， ウイル

スフリー苗を使用し筈虫に強いベニアズマが主力

品干草となっている. また， クイックスイートは苗

を作りにくいことから，ムラサキイモと開様に主

力品種とはならなかった.なお，各作物のlOaあ

たりの生産量はサツマイモ 2~ 3t ジャガイモ

2 t. ニンジン 5t，ゴボウ 2tとなっている

世子~:主の祖父は埼玉県から入植し世帝主は現

在3代自にあたる専業農家である.成田空港建設

に伴う用地買収の影響を直接受けてはいないが，

東関東自動車道の建設に伴って農地の一部を日本

道路公団へ売却した

C農家の世帯主は高校卒業後の1971年に就農し

た.就農以前や就農後約8年間はラッカセイや麦

類などを栽培しており，加えてデンプン採取用と

してのサツマイモも栽培していた.その後， 1981 

年から1993年ごろまでのおよそ10年間，ラッカセ

イの栽培と平行してピ、ニールハウスを利用したイ

チゴの栽培を行った イチゴの導入当時，成田市

内でイチゴを栽培する農家はおよそ10戸あった

が，十余三地区内ではC農家のみであった.イチ

ゴの栽培をやめてからは，サツマイモ，ジャガイ

モ，ゴボウという現在の栽培作物となったやで

もサツマイモは公団農地を借り受けることで耕地

面援が増加した作物であり，イチゴ栽培をやめて

からの主要な作物となっている.サツマイモは主

に借地において栽培され， 2003年にも新たに農地

を借り受けていることから，依然としてサツマイ

モの栽培を拡大していることがわかる

サツマイモの耕地面積が増加したのは， 1980年

代後半から農業機械を導入したことも大きな要因

であった.c農家が現在所有するサツマイモに関
する機械は，苗植え機， トラクター，つるメIjり

機.掘り取り機などである.サツマイモの苗植え
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住居巴3自作地 借地(公団農地) 借地(個人)

第121~ 成田市十余三地i亙における事例農家の農地の分布
注)丸の番号は第812nの農家番号!こ対応

は十余三地区のほとんととの農家が手作業で、行って

おり，機械を導入して作業を行っているのはこの

農家を含め地区内で3戸のみである.サツマイモ

に関しては機械の他に，マルチ，肥料，農薬など

に経費がかかり，諸経費を含めて年間約10万円の

資材費がかかっている

サツマイモ主体の農業経営に転換した要因とし

ては，成IIls空港建設に伴う公団農地の貸{すが大き

い.m述のようにサツマイモは，スケールメリッ
トが効き，かつ構造物を必要としないため， 3年

周期で更新のある公団農地での栽培に適してい

た.成田空港が巽 ~I又した土地のうち，騒音区域と

して買収した緩簡地帝の多くは農地であった.前

(聞き JI~ り調査より作成)

述したように成田空港は地域振興をE3的として，

1979年よりこの騒音区域内の炭j色を十余三地i互の

農家へ貸付けている.農地の貸付は，空港公団側

からすれば草刈りなど騒音区域の維持管理作業を

軽減できるという利点もある.

その他の要因としては当時のサツマイモ価格が

高かったことと，サツマイモ生産の省力化が可能

な農業機械の導入の 2点が挙げられる 聞き取り

によると，現在lケース (5kg)当たりのサツマ

イモ価格は等級により 300~1 ，500円で，平均して

700円である. しかし サツマイモへの転換が国

られた1980年頃では，高価格時で1ケース当たり

4，000円，等級の差異を考慮しでも，平均で2，000
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~3.000IIJ であった

(2) 0農家(農家番号27)の事例

この時期は，大規模サツマイモ型の農家経営が

発展していく一方で，空港関連産業に農民が就農

することで兼業化が進んだ

現在，兼業農家に分類されるD (農家番号

27)では50歳の世帯主と妻，母の3人が農業に従

している.現在，経営耕地面積は50aで，サツ

マイモとラッカセイを栽培しており，ラッカセイ

はサツマイモの連作障害の対策としてサツマイモ

を数年栽培した後の農地に植えられる

主は1980年代半ryJめに就践しており，それま

では2~3ha のj定地でスイカ，麦類(ビール麦，

ノト変).ラッカセイ，サツマイモ(デンプン搾)

を栽培していた.サーツマイモは徐々に生食m(ベ

ニアズマ)に変わっていった‘スイカは50~60a

程度の面積で栽j脅していたが， 1990王子の結婚を機

に主が成111空港の消防関係の仕事に就いたの

と同時にスイカの栽培を中JI:_した. また，東関東

自動車道の建設予定地にj設地がかかっていたこと

からj民地を縮小し親の高i鈴化もあって借地をす

ることはなかった Ilt;1出与iプーの仕事はシフトili!Jのた

め，空きn寺I'lrJを手IJJ目して炭-業をしている.マjレチ

を張る作業やつるかりの作業なと¥機械を1=1=1いて

っ

3克之1.D 

ら'111:;1守主の仕事で、ある

は観光農l蓋|を経営しており，サツ

マイモとラッカセイの:}):計り Jl~ り体験に加え，カキ

のもぎJI~ 1) ， クリ拾い体l殺を行い，サツマイモと

ラッカ七イについては宅地内での直売も行ってい

る.観光民間では，その場で食べる分に関しては

・で提供し持ち帰る分に関してはサツマイモ

200円/kg，ラッカセイ100Pj/株，カキ300円/

¥ クリ300P:j/kg-という値段を設定している

観光良閣の受付や庇売所での販売と接客は，世帯

主の母と姿が担当している ここ数年観光客は増

加しており，多いときでは一日に10台ほどの車が

まることもある.近隣の観光施設である「成自

ゆめ牧場」への観光客が立ち寄ることも多い.客

の多くは東京や千葉など近隣諸都県からで，ごく

まれに外国人の観光客も訪れる

4)農業経営の分化 (1990年代中頃以蜂)

1990年代中頃までの卜余三地区では，公i型農地

という規模拡大の機会に加えサツマイモの高価格

および農業機械の導入という大規模なサツマイモ

栽培に転換する上で、の有利な条件に恵まれてい

たしかし現在の農業経営類型からは大規模複

合型，接合経営型，果樹栽培型があるように，必

ずしも大規模サツマイモ栽培という経営の在り方

が圧倒的に優位にあるわけではない.

ここでは現在サツマイモに代わって米の作付

けが大きい大規模複合経営型農家に分類されるE

農家(農家番号， I~I 作地のみの経営を行う複

合経営型農家に分類されるF農家(農家番号15)， 

ナシの直売やイチゴの摘み取り観光農屈を経営す

るG農家(農家番号23)の事例をもとに，近年の

農業経営の分化の状況とそれをとりまく諸条件に

ついてみていく

(1) E農家(農家番号12)の事例

現在，大規模複合経営型農家に分類されるE農

家(農家番号'12)では，世帯主 (53歳)と妻 (40

代)が農業に従事しており，

地区の農業経営者の仁iコでも，比較的若い年齢層に

属する 現在の経営耕地面積は1.270aで¥2009年

の作物別作付I面積は米750a，麦類300a.サツマイ

モ100a，ゴボウ100a，ラッカセイ20aとなってい

る

経営耕地面積に占める自作地と借地の内訳は不

明であるが， の大きい米の内訳は100a

が自作地で¥残り650aが18戸の農家と空港公|苦

からの借地となっている_2008年には公団農地

700aを加えて， 1，000aで麦類を栽培していた.

しかし麦類による現金収入が見込めなくなったた

め借地分を縮小した.

E農家では，世帯主の父が亡くなった2000年頃

より，サツマイモ主体のj長業から米・麦類主体の

に転換している_2001年まではサツマイモ

500aを主体とした農業経営をしていたが，水!壬i
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を各地に{昔りるようになった.水田は当初B03か

ら借りはじめ. 2005!Q三頃には2003となった.現

在は空港や個人的に付き合いのある農家からの{711

地と農業センターから依頼される錨地を合わせて

計650aの水田を借りている.サツマイモ主体か

ら米-麦類主体に転換した理由としては，米や麦

類がサツマイモと比べて経費が少なく，手間がか

からないため少ない労働力で効率的に農業経営が

行える品目であることに加えて，サツマイモ価格

が低迷したことから，収入源としての魅力をサツ

マイモが失った点が大きい.

(2) F農家(農家番号15)の事例

現在，複合経営2J~!農家に分類されるF 農家(農

家番号15)は世帯主 (71歳)と妻 (70歳)の二人

を営んでいる 2009年現在の所有耕地問積

は190aで，ほかに水田を703持っているが，他農

家へ貸している.作物日Jj作付面積は，サツマイモ

(ベニアズマ)を120a. ラッカセイ603，ニンジン

lOaである

した195011斗tは300aの農J自にお

いて小麦とビール麦を150a.稲を703. 803 の~1lI

でラッカセイ，ナタネ， ミツノてなどを栽培してい

た 1975年までは，現在国道51号線 1--余三トンネ

ルになっている場所に居住していたが，滑走路建

設に伴い1976年に十余三地I~内に転居した.その

際に代替農地として成田市豊住地区に70aの水旧

を所有することになった. これを契機にそれまで

503程度であったサツマイモの栽培面損を拡大さ

せ， さらにショウガやサトイモといった野菜類を

組み合わせた複合経営をはじめた. さらに. 1979 

年からは公団農地を借り入れ，経営耕地面積を

4003に拡大した.当 11寺の農業は世;市主夫婦と両

親の 4人で営んで、いたが， 1981{j三に患、子が就農す

るのを契機に両親は補助的労働力となり，

と息子の 3人で農業を行うようになった.

1993年頃にはF農家の農地の一部が空港の燃料基

地の建設地となったため 1003の農地を空港へ

した. さらに第二滑走路の北伸工事によって

再び居住地も第2種騒音区域となり，転居を余儀

なくされたため. 1999年に現住地へ[1副首した.そ

れと同時に息子が離践し， tlt帝主夫婦自身も

になったことを考慮して，経営耕地面積を2003

に結IJ、し，作物も現在のようなサツマイモ，ニン

ジン，ラッカセイになった.2008年には公間j設地

を返却しており，今後も拡大の意志はない

(3) G農家(農家番号23)の事例

現在，果樹栽培型農家に分類されるG

家番号23)の恒常的農業労働力は45歳の-!Jt;許主と

両親(ともに73歳)の 3 人である.現在の作物~Ij

作付面撲はナシが1153，イチゴが303.サツマイモ・

ゴボウが合計45aである幽そのうちサツマイモは

303栽培喝され，連{ノ1:=1障害防止のためゴボウ153を

ごとに輪作していくという形態がとられてい

る

|迂帯主は長く jiさ外就業に就し Eていたが.2000年

に+余三j並区に戻り就農した.それまで11/:;11リ:の

父や祖父は，奴益性の高い作物を見極めるため‘

米・ショウガ・スイカ-麦類・ラッカセイ・サト

イモ・でんぷん力II~Lmサツマイモ，ジャガイモな

どの作物の栽培や，養鶏・養JJ本なと守の市産業を模

索Ijl]に経営していた. 1955:¥:1三頃からは，ナシとサ

ツマイモが高llY主主であることから， これらをI:I::J心

にj刻苦するようになった.

現在の経営の主力はナシであり，そのほとんど

を敷地内の直売所においてお年ほど前から販売し

ている ナシの購買客層はl琵定客や陸道51号線を

通る客が主であり，一部で宅配も行っている.イ

ンターネットによる宣伝を含め，新規販路間iTiの

活動は特に行っていない.

さらにG農家はイチゴの観光摘み取り i習も経営

している.開始したのは10年前からであり.9:11り
合いの大清水地区の農家がイチゴの栽培で多くの

収益を得たことを受けて • GJ.長家でも導入した.

観光摘み取り密となっているガラスハウスを導入

するには多くの資金が必要となるが，世帯主の兄

が測量の技術を活かして基礎工事を自身で、行い設

備投資費用を削減したことで実現した.イチゴは

トチオトメとアキヒメを栽培していたが，現在は

に
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ベニホッペ・サチノカを加えた 4品種の栽培を

行っている複数の品種を栽培する理由としては，

病気が発生した時の危険分散に加えて，出荷用と

での摘み取り体験に用いるためである

イチゴ狩りは l月中旬から 6月までがシーズンと

なっており，観光客や青年会議所のイベントとし

て，小学生の親子体験なども受け入れている

近年では，観光農園の客として東南アジア系の

団体客がパスなどで訪れるようになった.これら

のl主体客にはトランジット客も含まれている ま

た，量的には少ないがナシは成田昌際空港内のi亙

売目ITで、ある「ちばマルシェ 空の駅jや，さくら

の山公留の藍売所でも販売されている.このよう

に，観光農園の客層やナシの販売先という

港との近張性が活用されていることがわかる

N 成田空港のインパクト受容の多議性

これまで得られた十余三地涯における

の変遷は第131~のようにまとめられる.まず，成

田空港が建設される以前の1950年から1970年代中

頃まで，十余三地区の農業は麦類やラッカセイを

中心とする伝統的主穀農業が卓越する一方で，ナ

シを栽培する果樹農家も存在していた.現在では

主要な作物として生産されているサツマイモは

この時点で、は生食用で、はなくデンプンを採取する

ための加工用であった.

成田空港の建設が閣議決定された1966年以降，

成田空港の第一j骨走路と平行して第二滑走路の用

地買収が開始された.宅地や農地を空港用地とし

て買収された農家は補助金を受け取り，その多く

は離農して十余三地区内の中心部に集団で移転し

た 一方，経営意欲のある農家は富里市など近隣

の自治体に移転して農業を継続している 十余三

港
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地持に移転した農家は全てが離農したわけでは

なく.一部は農-業を継続した しかしこのよう

な農家は兼業農家がほとんどで経営規模を織り、

して継続したものであった.これら兼業農家は，

目的年代になると息子世代が農外就業に就くなど

兼業農家としての性格を一層強めていった 現在

では農外就業先の多くが空港関連産業であり，成

田空港に近接する地区としての特徴が現れている

といえよう

移転した農家が離農や兼業化という経営の転換

を図る中，移転に関係のないト余三地区の農家は，

1970年代中頃から1980年代i十l頃までサツマイモ，

スイカ， ショウガヤイチゴなととの蔀品作物を試!挨

的に導入した. G農家(農家番号23)の例でみら

れたように，主穀j農業からの脱皮を図る仁ドで収益

性の高い商品作物が模索された.それらのほとん

どは試験的で、あったため，当時の経営形態が現在

まで継続している併はほとんどないものの， B農

家(農家番号14)のようにスイカの収益性の高さ

から現在まで継続している農家もある

1980年代i中頃からは生食用のサツマイモ主体の

に多くのj望家が転換した. この要因は，当時

のサツマイモの価格が高かったこととサツマイモ

栽培に関する農業機械が導入されたこと，そして

何よりも1979年から開始された公団農地の貸付事

業によって借地を活用できたことが強く影響し

た.借地を利用するということは，農業経営を拡

大する意思の表れであった.同時期に起こった農

業機械の普及も農業経営の拡大に働きかけた す

なわち，サツマイモの価格が高騰したl時期に機械

の導入を開始し経営拡大の意欲があった農家が

公毘農地というインパクトを受容できたといえ

る

その後，農業従事者の高齢化や子世代の農外就

業による労働力の低下が顕著になった1990年代後

半になると，借地による大規模な農業経営を維持

することができなくなった農家は，借地を返還し

て自作地での農業に切り替えた.また，第二j骨走

路の供用開始によって借地が空港用地となって借

地を変換せざるを得なかった例もみられた これ

らの農家は借地の返還にともなって，サツマイモ

生産を縮小あるいは中止して，契約栽培による加

工用ジャガイモやニンジンの生産， i五売所に出初

するための少量ーの野菜生産を行った これは，サ

ツマイモがスケールメリットの効く作物であるこ

とから，ある程度の面積が確保できない場合はサ

ツマイモ生産を継続するよりも他作物の生産を選

択する方が農業経営の面で合理的であると考える

農家が多かったためである 1990年代はサツマイ

モの価格が低下したi時期でもあり，こうした状況

も重なって，一部ではサツマイモ主体から勉作物

への転換が図られたと考えられる

サツマイモ価格の低下は，借地から自作地を l十i

心とする農業経営への転換を招いた他に，借地を

主体とする農業経営が2つの類型に分化すること

にもつながった. 1つは継続してサツマイモを主

体とする炭-家であり， もっ 1つはサツマイモ以外

の作物を主体とする農家である. しかしサツマ

イモ以外の作物を主体とする農家は少数であり，

現在は依然としてト余三地区ではサツマイモを主

体とする農家が多い.価格が一時期より低迷しで

もなお，サツマイモを継続する要因としては学十

余三地区を含む成田市のサツマイモ出荷組合の役

割にも求めることができる.十余三地区における

2つのサツマイモ出荷組合は それぞれ市場との

深いつながりを持ち，安定した出荷先を確保して

いる.サツマイモの生産を縮小して他作物にII転換

し新たな販路を I~月拓するよりも従来の販路を維

持することを，多くのi禁家が選択した結果であろ

う.また， 1980年代に始まったサツマイモ生産に

おける機械化はその後も続き，近年では，大型の

据り取り機など様々な農業機械が導入された.こ

れにより生産能力がさらに拡大した一方で，農業

機械の導入によって投下した経費を屈収しなけれ

ばならなくなり，サツマイモ生産を継続せざるを

得ないという状況になった

成田空港の建設は，+余三地区の農家に対して

農地の収奪と借地の付与という対照的な影響を与

えたが， 2002年の第二消-走路供用開始によって，

るインパクトも与えた.それは，空港利用客

門
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や空港見物客など， を とした人の流動

長:の増大で、ある.これに対応し，ナシ農家の販売

先として成田空港内直売所の利用，

よる!雪道51号線沿いの直売所の開設に加えて，観

をトランジット客が利用している実態が明

らかとなった. また十余三直売所周辺には空港を

見学できる展望台建設が計画されている現在は，

j二記のように空港のインパクトを受容している農

家は多くはないものの，今後増加することが予想

される

このように，十余三地区の農家は，

1*う農地の寅!I又，公団農地の貸付aや，第二滑走路

手IJm開始に伴う利用客や観光客の流動量の増加，

空港関連産業の進出による農外就業機会の増加な

と空港建設に関連する多擦なインパクトにさら

される中で， 自らの条件を考慮してそれらを選択

的に受容してきたといえるであろう

V おわりに

本稿では，成田干11-1-余三地区における成田空港

'ともなうJIlI作農業の変容について，個々の

農家の経営の変還を踏まえて明らかにした.その

結果， J-)、 iどのことが明らかとなった

j広日十余三地区ではかつて住民が多く居住し

ていた中心部に成田空港第二i母走路が建設された

ことで，土地買収に伴う土地利用の変化，他地域

への住民の移出，空港関連産業などへの雇用機会

の出現といった大きな地域変容を経験した 農家

は空港が建.設される 1970{1三代まで麦~j~やラッカセ

イ主体の主穀農業を営んでいた これは，十余三

地11.に限ったことではなく，下総合地東部のよ

H~村に共通していた. 1970年から1975年にかけて

空港建設に伴い農地が急激に減少する仁1::1で¥主穀

に代わり， 1980年代仁11頃にかけてサツマイモ・

スイカ・イチゴ・ショウガ・ナシなどの収益性の

高い鴎lzi作物の模索が各農家で、試みられた.

このように農地と農家が空港建設による影響の

下， 減少す頃向にある中で， 1979年・に虫色まった地j攻

振興を目的とした公団農地の貸付けは，

により影響を受けなかった農家 l戸当たりの平均

耕地面積を逆に上昇させた.そして，公団農地の

貸付に前後して，技術的に比較的容易に生産が可

能で，かつ農地面積のスケールメリットを活かせ

るサツマイモへの転換が多くの農家でIZJられた

こうした背景には当時のサツマイモの高価格やサ

ツマイモ用の農業機械の導入といった要因も重要

な影響を及ぼしていた. しかし現在までに

模サツマイモ生産への転ー換は全ての農家で画一的

に進んでいたわけではない.伝統的農業期や商品

作物の導入期から収益性の高いナシやスイカなど

を継続して生産している農家もあれば， 1990年代

からのサツマイモの1i以各{氏下を受けて{昔地をさら

に集積してサツマイモから麦類や米といった新た

な経営品目に転換した農家，高齢化により借地を

返却し自作地のみで経営を行うようになった農

家， さらには成田空港からのトランジット客や空

港内の直売所を利用する果樹農家も認められ，農

業経営の分化が進んでいる

十余三地l豆の事例を通して本稿が強調したい点

は，個々の農家の空港建設のインパクト受容の仕

方に多様性が見られたことである 空港建設とい

う地域関与さは兼業化や離農に加えて，補償金の配

分，代替地による農業の規模拡大，兼業機会の碍

保，脱農業化・兼業化の進展，販売機会の拡充と

いった様々な影響を同時にもたらした.こうした

空港建設という大規模で、強烈なインパクトにさら

されるなかで，個々の農家は，その影響を自己の

条件に合うよう選択的に受容しながら農業経営を

変化させてきた 本稿で示したような空港建設と

農業の関係は，農業を変化させうる様々な外的要

因にさらされる農家の動向を考えるヒで、重要な事

例ではないだろうか
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44;稿の作成にあたり，成IIJI打農政諜.JA)j文!百Ih(経済センター)の方々には大変お li l: ;1i~'・になりました.

また. 2008年10JJと2009W5 JJの 21[11にわたる現地調査ではサツマイモの113(楼および作付けという誌繁

期と重なっていたにも関わらず， ト余三地[)(の皆榛からは設)立なお話をご教示しミただくことができまし

た.なお，添付 L地手1]期限!の製はは筑波大学の小111奇阿部技行に依頼しました.以上記して亨く御礼

FlIし仁げます

本稿の骨子は2009年人文地1理学会大会(名古尿大)で発表した

[注}

1) 1'1 i兵 (1958)によると東総台地とは千葉 .{tl': fi 211J-j討を結ぶ線から114'の凶klli:f'i地に対して，以来の

下総合地をさす

2)沖縄県伊江島における革用地内耕作を取り一上げた小池 (1986) も，フ史浩ではなく例外的で、はあるが

公的な i:地利用と鼠JillJ設業とのかかわりを I論じている

3)近世には小金牧であった現鎌ヶ谷市の初富から数えて13需1:1の開拓地であることから 11-余←-:Jと
いう名称がついた

4)成田市役所ウェブサイト

http://www.city.narita.chiba.jp/DA T /000064372‘pdf 2009年9) J 11 EI 閲覧.

5) 200511ミj誌林業センサス農業集落カード

6)航空機の!踊iTは国際的な基準によりWECPNで去す.これはWEIGHTED(1r:j'吊).EQUrVALENT 

(守;filli).CONTINUOUS (司王HJ).PERCEIVED (!¥芸'11).N OISE (.1.騒rn.LEVEL (レベル)の111おvで，
音の質，大きさのほか1 持続時IHJ. IUI数. 11寺11¥];i官等を総合的に組み介わせた脳を lji.f'J:-c'去す
7)現在，成田空港の設問主体は成IHIJil際空港株式会社となっているが. l' 余~J也|ベーの従業，2;-への1mき

llY.り調査では.かつての空港公団|時代の名残から，成1111~1， II:t.~ :z~港株式会社を f公 I.JIJと11子び:騒;1

[6:J!!'主i勾の農地を借りてし、ることを「公1"11から(農地を)借りてし、るjなどと，;S;i， 1 V Jされることが…般

的であったため，本稿では，騒ffl:!Jj皇内にあり. WI今地として利)]JさfLる民地を. 1使足t〆'，'，:
とi任i子刊{~J主;すす-る
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2008骨三 10 月 20 1ヨ

成田市役所経済部農政課

筑波大学生命環境科学研究科教授 133 明

筑波大学大学院 生命環境科学研究科

(十余三班)

市村卓司 深瀬浩三

(北須賀吉田国光 市)11康夫

武133周一郎

調査協力のお願い

拝啓

時下，ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

私どもは，大学続の実習にて，毎年特定の地域に|謁して地理学の視点から澗査活動を行

っております。本年および来年は千葉県成|賀市を対象としており，成田市のもつ地域性や

その背景を明らかにしたいと考えております。上記の二つの班では，成田市の農業の仁|こlで

も北須賀地区の稲作と十余三地涯の畑作に着目した調査を予定しており，そのうえでぜひ

ご、協力いただきたく，この度お願い I~:] し上げる次第でございます。

ご協力し、ただきたい内容につきましては， J3lj紙にまとめて記載いたしましたので，そち

らをご覧下さい。なお，研究室全体での本年の調査活動の日程は， 10月 26日 (1=:1)より

11月 1日(土)の 7日間となっており，その期間内は成田市に滞在しております。

お忙しいなか，大変恐縮に存じますが，どうかご協力を賜りますよう，よろしくお願い

申し上げます。なお，ご不明な点などございましたら，おそれいりますが，下記までお問

し1合わせください。

敬具

(よこやま たかふみ)

電話000同 0000-0000

E-mail: takafumi@geoenv.tsukuba.ac.jp 

{送信3枚のうち 1枚目，筑波大学大学説:横山貴史}
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この度ご教示いただきたい内容について(成田市農政課)

{成田市全域(北須賀・ 1--余三地!乏共通)項目}

1 ) 成田市の地区別による品告別作付面積と農家数に関するデータをご提供ください。

また，農家(土地)台娠の関覧・複写等の許可，ド111藤沼における漁家数

も含む)や漁獲高の推移(経年変化)も合わせてお願いできますでしょうかc

2) 成田市の農業を対象とした，行政によるjj包策や補助事業など、の実施状況について

お教えください(特に，北須賀および十余三j並区における)0 (~成田市の農業』を拝見

させていただきましたところ，近年の任意の作業組合などへの補助・助成に関しては記

載されていましたが，記載年以前の同様のデータに拐しての資料が残っておりましたら，

させていただけないでしょうか。)

3) r I九iヨ横IVr的経営安定対策jの適用基準となる，認定農業者の認定状況の推移(経

年変化)についてお教えください。また，認定農業者の居住地区別人数を可能で、あれば

お教えください。その|探，基準モデ、ルとなる，経営計画の例などがございましたら教え

ていただきたいです。

4 )農振農用地区域の除外」の申請状況について，この申詰が多い地区をお教えく

ださい。 河様に北須賀及び十余三でのj除外申請があった区域とその年代をお教えくださ

し¥0 さらに， どがございましたら をお願いできないでしょうか。

5 ) 成田 について，その経緯と現状(利用者数，

ください(特に，+余三地区の市民j長短と，台知農留について)。ついて〕

6 ) 成!王|市における新規就j金者 .uターン帰農者の居住地区別の人数についてご教示
下さし ¥0

7 ) 北須賀地区及びト余三地涯のj農家の方々の名簿をご提供いただけないでしょうか。

(現地開査の燃にうかがう農家の方を把握するためのものであり，それ以外の I~I 的への

使j刊は一切せず，個人情報の管理を徹底することをお約束いたします)

[ .:It須賀J!t lx~1羽係項目}

8) たくましい房総農業推進事業Jの事業内容についてご教示下さい。またこの事

業における北須賀地区の「集落営農推進型」地区指定に伴う「北須賀みつわ水都受託組

合」への柿助内容についてご教示下さい。

{送信3枚のうち 2枚目，筑波大学大学院:横山貴史}
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9) 戦後の「国営印路沼手賀沼干拓事業jへの成田市としての関わりについてお教え

下さい。また子拓事業後北須賀で、の農地分配や> jこ;地改良事業後のj築地の再配分のjプ法

についてご教示下さい。

1 0) 新!日の地形図を参照したところ， 1=11擁沼に面した北須賀は湖岸線や耕地の区画な

ど現在と大きく異なるようですが，過去の農地区画等を復元して現在と比較するために，

明治期に作成されたi日地籍凶 u壬i布地券地引絵図Jや rJlhf11改正J'lsI}I絵|えIJ， r地j"ll吏
正地図jの類)をi揺覧・ させていただけないでしょうか。

1 1) 機械利用組合の組合員や作業受託組合の組合員の方々や3 干拓から現在までの

業形態の変遷について詳しい方々を紹介していただけないでしょうか。

[十余三地j玄関係項目i

1 2) の農地転用を含め， と農業の関連についてご教示ください。

1 3) 畑作経営においても， ー部の農家の方々が営農意欲の高さから業経常改持計

ITNJの認定農家になられ，補助を受けられているとのことでした。農業経常改善計両

ご紹介いただけないでしょうか。

14) 13) でお開きしたもののほかに，エコファーマーなど特別

すでしょうか。また，認定農家をご絹介していただけないでしょうか。

はありま

以上につきましてお忙しいなか大変恐縮で、はございますが，イ可卒よろしくお願い申し上

げます。二班にての誠査のため，質I~号項目が多岐にわたってしまい，ご混乱を招くことも

あるかと思いますが，どうかお時間およびご協力を賜りますようお願い申し上げます。な

お，し寸えれの場合も，いただいたデータは調査研究のみに使用し，個人情報の保護を徹底

することをお約束いたします。

それでは> 10月 29日(水曜日)10: 00 

上記の 8名での訪問を予定しております。よろしくお願いいたします。

ご不 I~=jな点は何なりとお申し付ーけください。

[送信 3 枚のうち 3 枚 I~ >筑波大学大学院:横山貴史}
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